

 
 
 安部公房の読者のための通信　世界を変形させよう、生きて、生き抜くために！

安部公房の広場 |  eiya.iwata@gmail.com  |  www.abekobosplace.blogspot.jp

もぐら通信
2013年7月31日初版

　　　　　　　　　東鷹栖安部公房の会による朗読会と講演会

東鷹栖安部公房の会による朗読会と講演会が以下の日程にて開催されます。

　１　朗読会
　　日時　平成２５年８月２４日（土）１３：３０～１４：３０
　　場所　東鷹栖公民館（旭川市東鷹栖４条３丁目）
　　作品　『壁』より「赤い繭」，「魔法のチョ－ク」
　　　　　『水中都市・デンドロカカリヤ』より「手」
　　入場無料・事前申込みは不要
　　　「東鷹栖安部公房の会」と東鷹栖公民館との共催

　２　安部公房没後２０年記念講演会「ゆかりの地で安部公房を偲ぶ」
　　日時　平成２５年９月１４日（土）１４：００～１６：００
　　場所　東鷹栖公民館（旭川市東鷹栖４条３丁目）
　　内容　安部公房と親交のあった保坂一夫さん（東京大学名誉教授）
　　 	
  	
  	
 の講演ほか
　　入場無料・事前申込みは不要
　　 	
 「東鷹栖安部公房の会」と東鷹栖公民館との共催

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 友田義行先生の『フェンスレス』誌掲載論文がonline公開されました

去る３月２０日発行の占領開拓期文化研究会機関誌『フェンスレス』創刊号に掲載された、	
 友

田義行先生の論文「文学と映画の〈偶然性〉論――花田清輝・安部公房を基点に」がＰＤＦ化さ

れ、onlineで公開されました。全文読めます。http://senryokaitakuki.com/fenceless001/

fenceless001_07tomoda.pdf

　　　　　　　安部公房『内なる辺境』が英訳出版されました

The Frontier Within: Essays by Abe Kōbō
Abe Kōbō; Edited, translated, and with an introduction by Richard F. Calichman.
June, 2013 ：Cloth, 224 pages,  ISBN: 978-0-231-16386-6　：$40.00  / £27.50

http://cup.columbia.edu/book/978-0-231-16386-6/the-frontier-within　
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刊

このもぐら通信を自由にあなたの「友達」に配付して下さい

http://abekobosplace.blogspot.jp
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あなたへ:迷う事のない迷路を通って

あなただけの番地に届きます

mailto:eiya.iwata@gmail.com
mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
http://senryokaitakuki.com/fenceless001/fenceless001_07tomoda.pdf
http://senryokaitakuki.com/fenceless001/fenceless001_07tomoda.pdf
http://senryokaitakuki.com/fenceless001/fenceless001_07tomoda.pdf
http://senryokaitakuki.com/fenceless001/fenceless001_07tomoda.pdf
http://cup.columbia.edu/book/978-0-231-16386-6/the-frontier-within
http://cup.columbia.edu/book/978-0-231-16386-6/the-frontier-within
http://abekobosplace.blogspot.jp
http://abekobosplace.blogspot.jp


	 	 	

安部公房の広場 |  eiya.iwata@gmail.com  |  www.abekobosplace.blogspot.jp

　　　　　　　　京都で安部公房脚本『永久運動』が公演されます

京都・御幸町にて安部公房作品が公演されます。	
 『永久運動』	
 脚本：安部公房	
 演出：松川
華子	
 公演日：2013/8/2〜4(全6回)	
 会場：Gallery	
 Take	
 two	
 
予約等　http://www.gallery-taketwo.com/Schedule.html	
 から　
ＨＰhttp://www.strikingly.com/perpetual-motion#5

東京リブロ池袋で安部公房の連続講座が９月に開催

９月に、東京のリブロ池袋本店にて、「安部公房のジャンル横断」と題して、安部公房につい
ての連続講座が始まります。友田義行先生、鳥羽耕史先生、その他の有識者による講座です。
８月初旬に次のホームページにて詳細が掲示されますので、ご注目下さい。：http://
www.libro.jp/shop_list/2050/07/ikebukuro-honten.php

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 山口果林著『安部公房とわたし』（講談社）が７月３０日に刊行

山口果林著『安部公房とわたし』（講談社）が、今月３０日に刊行されます。
アマゾンのURLアドレスです：http://goo.gl/ayu6SW

　　　　　　　
　　　　　　　　東京•安部公房•パーティー（TAP）によるオフ会が開催
TAP（東京•安部公房•パーティー）では、８月１７日（土）17:30〜新宿にて安部公房オフ会を
行います。議題は、次回安部公房読書会の課題図書選定及び、ショウチュウを飲んでサカナに
なることの実地検証となります。詳細は未定につき、しめじさん＠abekoubouのツィートにご
注目の上、参加希望•問い合わせは、しめじさん宛にDMかリプライをお願いします。またお問
い合わせは、mixiのコミュニティに於いても受け付けています。同じく主宰者しめじさんま
で：http://mixi.jp/view_community.pl?from=home_joined_community&id=778431

　　　　　　　　　　関西安部公房オフ会（KAP）による読書会が開催

関西安部公房オフ会主催による読書会が開催されます。９月７日（土）１３：００から１７：
００まで。課題は『箱男』です。場所は、京都JR山陰本線花園駅下車300m、京都市右京ふれあ
い文化会館。詳細はhttp://w1allen.seesaa.net/article/368916052.html　申込み・お問い合
わせは、HIROSHI	
 OKADAまで、メールアドレスは、hirokd267@yahoo.co.jp

　　　　　　　　　　１０代の安部公房を読む読書会が開催

第１回は、『問題下降に依る肯定の批判』（安部公房１８歳の論文）を読みます。全集第１巻
をお持ちでないかたは、eiya.iwata@gmail.comまでご連絡下さい。開催日時は８月３１日（土
曜日）１３：００から１７：００まで、場所は東京、京王線南大沢駅徒歩３分南大沢文化会館
（http://www.hachiojibunka.or.jp/minami/）にて。参加費無料。２次会あり。その他の詳細
は：	
 http://eiyaiwata.wix.com/mogura
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　大阪千日前通りの「波屋書房」２つある入口の右の方から入った左手の棚に安

部公房の小説＝『砂の女』『他人の顔』『燃えつきた地図』３つの単行本が並ん

で在った。

　本のあるあたりはなにやら異端の匂いが立ち込めている。本を手に取ることす

らためらわれてしまうような。書物のなかは不気味に蠢く混沌とした事象がびっ

しり詰まっている予感。「安部公房の本」を手にとることにおじけづいていたあ

の頃、本を手にとってページをめくった記憶はない。三冊の本の存在が気になっ

て仕方がなかった。安部文学の在るあたりの独特の空気の漂い。近寄り難い重圧

感。

　書店の向いに在った映画館「弥生座」に『無常』（ATG作品/実相寺昭雄監督/７

０年8月公開）がかかっていた。ぼくは中学３年生。成人映画指定の『無常』の立

て看板のイカガワシイ佇まいと、異物のような安部文学三冊の存在感。原色が

ごった返すような喧騒に満ちた千日前の日曜日。ねばっこい雑踏のなかに存在す

る文学と映画は「見てはいけない世界」の秘めて粒だった「存在」のようにわた

しには思えた。１９７０年は激動の時代だった。わたしは思春期の真っただ中

だった。

　いつか読むことになるだろう～と思っていた安部公房作品。高校時代に「安部

公房全作品」と出会う。阿倍野の旭屋書店に第一回配本『壁』（「安部公房全作

品２」）が平積みされていた。冒頭を読んだ。簡潔な文体で語られる名前を失っ

た主人公の記述。脳が架空の時空に吸い込まれる。初めて出会った安部言語の魔

力。これだ！と思った。シュールな展開、なんでもありありの空想的世界の連

鎖。あれほど気になっていた『砂の女』『他人の顔』『燃えつきた地図』も「安

部公房全作品」で初読。安部言語の紡ぎ出す現実のような異世界に引きずり込ま

れていく……

　高校の美術の授業に『水中都市』のエッチングを制作したり、西武劇場柿落と

し公演『愛の眼鏡は色ガラス』（安部公房スタジオ第一回公演/１９７３年６月）

は夜行列車に乗って友人と観に行った。パルコの食堂街でピザを食べ、帰りに初

めて新幹線に乗った。

　『箱男』（７３年）からは、出版される安部文学をリアルタイムで読むように

	
 「安部公房の本」との出会い

滝口健一郎
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なった。「都市には異端の臭いがたちこめている。人は自由な参加の機会を求

め、永遠の不在証明を夢見るのだ。」（同書の箱の著者の言葉）「都市＋自由の

参加」の言葉がワンセットになってわたしに迫って来る……

　『密会』は77年、大学の卒業制作の徹夜続きから開放された夜、阿倍野のなじ

みの本屋へ立ち寄ると平積みされていた。安部文学の新作に飢えていたわたしは

２～３日没頭して読んだ。初読の感想は万華鏡のように煌びやかに襲いかかるイ

メージの乱反射。小説の冒頭に出てくるジャンプ・シューズが印象に残った。そ

れ以降、ジャンプ・シューズを履いて飛ぶ夢を度々見るようになる。『方舟さく

ら丸』は84年正月、大阪から東京へ向かう新幹線のなかで読んだ。冒頭から読者

をグイグイ引っ張っていく。オモシロイ。新宿に降り立ち、ベローチェで熱い

コーヒーを飲み、都市の夜に飲む濃厚なコーヒーの味に浸った後、新宿２丁目の

ゲイバーで朝まで飲んだ。『カンガルー•ノート』は９１年六本木の青山ブックセ

ンターで購入。地下鉄日比谷線に乗って通勤する電車のなかで読んだ。暗く淀ん

だ作品の印象は地下鉄のなかで読んだせいもあるだろが、単行本のカバーのダー

クなデザインが作用したのではないかと思う。数年後、再読の際にダークなカ

バーを剥いで読んだ。真っ赤な装丁が現われた。作品のイメージがハイテンショ

ンに変貌した。イっちゃっている感ありメッチャ明るく読むことができるではな

いか……94年『飛ぶ男』は新宿紀伊国屋書店で購入。初読の印象は男っぽい小説

だなあ～と思った。後に連作の『スプーンを曲げる少年』を読んでハマる。「不

眠幻想」や『仮面鬱病』『逆行性迷走症候群』というありそうな病名がそそる。

小説は「ノックの音がした。」でトギレル。その先は永遠に白紙の海が広が

る……めまいする突然の終了に呆然と立ちどまるしかない。

　最近「もぐら通信」と出会う。安部公房ほど電子ブックの似合う作家はいない

のではないかとわたしは思う。今、安部公房の読者が、おのおのの視点と立ち位

置で安部公房を見つめ、書くべき時代に突入したように思う。「安部公房全集」

に散りばめられた膨大な安部言語に思いを寄せる。ひっそりと身悶えし、暗室で

息を凝らし棲息するかのような安部言語の密棲凝縮感をイメージする。贅沢

だ！！目の前に安部言語未読の荒野が広がっていることの贅沢な愉しみ。

　「安部公房全集」で出会ったのは初期の短編小説『牧草』や『虚妄』や『鴉

沼』言語が密生呼吸するかのような濃密言語の群れ。深夜の静寂とした台所兼書

斎＝定期的に唸る冷蔵庫のモーター音＋ゆるくなった水道の蛇口から滴る水滴の

音……それら生活音のなかで安部言語を脳内に響かせイマージュを映写視覚化し

ながら読み解いていくABEワールド実体感読書。安部大言海に脳を浸し脳を刺激す

ることのどれほどの贅沢か……
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パンフ『ウエー』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田裕志

このパンフは表紙に「西武劇場オープニング２周年記念公演　出演＝安部公房ス

タジオ」とあり、1975年５月から６月にかけての『ウエー』（新どれい狩り）公

演のものです。私は演劇はあまり観たこともなく、知識もないのですが、このよ

うなパンフをネットオークションで入手しようとするのは、その時代の空気を感

じ取りたいのと、全集にない安部公房周辺の方の言葉を読みたいからです。そし

てその中には、安部公房の考え方や人となりが知られるようなことが見つかる、

その楽しみがあるのです。

このパンフにもいろいろな仕込みがありました。安部公房へのつまらないアン

ケートへの、人を食った回答。その中にも「好きな食べ物は？」－「粘りけのあ

るもの」には思わず頰がゆるみます。あとに倉橋健さんが、公房さんの好奇心が

強いことの例に「今でこそ珍しくないが、ずいぶん前に安部家で供されたオク

ラ」のことを書いているのです。倉橋さんは「三つの「どれい狩り」」と題し

て、「ウエー」までの違いを書いておられて、これも重要で参考になるのです

が、私の目はつい逸れていきます。一緒に旅行したおり、皿の上の飾りの葉っぱ

をむしゃむしゃやりだした公房さんに、倉橋さんが「たべられるのかい？」と聞

くと「青いもので人間のくえんものはないよ。」と言ったことなど、若い時の貧

乏生活の体験がにじみ出ているように思われます。

アンケートの「欲しいもの」のひとつに「思っただけで動いてくれる邦文タイ

プ」は、のちにワープロとして実現するのですが、「邦文タイプ」に時代を感じ

ます。今の人には想像もつかない物でしょうが、私も持っていました。盤面の字

の配列を覚えねば使えませんし、両手を連動させて重いドラムと盤面を動かし、

私の本棚より

［ここでは安部公房に関する新刊はもとより、旧刊でも、感想や批評を、また愛

着のある書、自慢の逸品、などについてのエッセイを掲載していき、ファンの交

流の場になれば、と思います。皆さまも今一度ご自分の本棚を見回して、これぞ

という本を取り上げてぜひご紹介くださいませ。写真画像（著作権に注意）の添

付も歓迎です。］
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繊細に力を調節して、打つ、のです。ミスすれば修正はほとんどききませ

ん。初めから打ち直し。大変でした。

こんなところで寄り道の時間を楽しんでしまいますが、もちろん｢ウエー」の

稽古場風景などの写真も豊富で、ウエー役の大西加代子さんの顔は強烈でし

た。

実はお目当ては座談会「〈安部スタジオ〉三年目・・・・」でした。尾崎宏

次さん司会で、井川比佐志、宮澤穣治、佐藤正文、山口果林の俳優さんたち

の話です。

巻頭の堤清二さんの言葉にも「安部スタジオの俳優さんの日常の訓練、稽古

は激烈といってもいい」とありますが、他の劇団のように役が決まってから

稽古するのでなく、日常「少しでも時間があくと、スタジオにいって体操と

か基礎訓練をする」（山口）それを毎日しているという。

非常によく動く肉体をもとに、個性を出すためには、考えることにも習熟し

なければならない。（井川）感受性を養うために本を読め、と先生（安部）

から言われる。（山口）受身の形ではなく、少しでも演出家を触発させるよ

うな形にもっていけないかと思っている。（佐藤）

など、自発的積極的な活動をされる俳優さんたちに頭が下がります。

「ウエー」の稽古も、「まず全員がウエーの役をやる。ウエーになることか

ら稽古が始まるのです。」（山口）これはスタジオの発足時からのやり方

で、ウエーをやるにもそこに個性が出なくて

はならない。そして自分の役とウエーと

の、受身でかつ攻める矛盾した役を出来る

ようにする。その全体を含んだ一つの人格

が形成される。今までだと、一人の俳優の

中に一つの役しかない。―こういうことら

しい。

まだまだ隅っこの方に何かがあるかも知れ

ない、と眼を凝らしています。

　　　　投稿の募集

もぐら通信では、読者であるあな
たの投稿をお待ちしています。

どうぞ、安部公房の作品を読ん
で、どんな感想、どんな印象、ど
んな一行でも構いません。

ご投稿戴ければ、ありがたく存じ
ます。

あなたのどんな言葉も、安部公房
という人間を考え、その作品を読
むことにつながり、わたしたちの
人生の意義を深めることでしょ
う。

編集部一同、こころからお待ちし
ております。

連絡先：eiya.iwata@gmail.com
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［このページでは皆さまの安部公房に関するご質問を受けます。ご回答いただ
ける方は編集部までご連絡下さい。質問には、これまで調べた範囲など書いて
いただくと手間が省けます。なお、回答が寄せられた分についても、継続して
さらなる情報をお待ちしています。このページが読者の皆さまのよき交流の場
となることを願っています。：http://8010.teacup.com/w1allen/bbs］

　　　質問箱
－資料など探索依頼と「回答」のページ−

【質問】どこで読んだか忘れましたが、安部氏は、具合が悪い時や、ぼ～とし

た時にこそ書くとか…（わたしの誤った記憶かもしれません）登場人物が勝手

に動き出す…	
 

この文献に関してはいかがでしょうか…？

と思いまして…本来は自分で探さなければならないのですが…（Ｔ）

　　［この質問に対する回答が参りました。］（編集部）

【回答１】

この質問に対する回答は、全集第２５巻２２７ページ上段、＜ひと•ぴいぷる＞

夕刊フジの談話記事中にあり。

「人間、てさ。理詰めでものを考えている間は、ホントの考えは出ないの。も

のを書くとかさ……、理詰めでできないとこある。ふだんノートをつけたり、

考えたりしているが、疲れて寝る直前とか、そういう時にでてくるんだな。あ

とで使える、といったものがね」

しかし、これ以外にももうひとつあったと記憶する。それは、やはり、対談で

の回答でした。もっとざっくばらんな口調であったと記憶しております。（T）

【回答２】これはいかがでしょう。全集第１９巻の対談「「砂の女」と小説作

法」208ページから

「こんな話、小説になるといっていきなり書いた時は大抵失敗です。自分で
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セーブ出来ないところまでねかせたほうが、本当の小説が書ける。酒と同じだな

（笑）。のって来ると手がねじれ、立つとフラフラして、とても書ける状態じゃ

ないのによく書けるんだな（笑）、あとで読んでみても、文章に飛躍があって、

いい。気持ちは睡眠薬のんで効きはじめのようなのにね（笑）。」　（O）

【質問】公房全集の発売前に31巻として確か目録？みたいな物が発刊されると記

載されていたのを記憶しているのですが、31巻というのは発刊されたのでしょう

か？	
 30巻の時点で注文していた書店が閉店してしまい不明なままで現在に至り

ます。（T）

［回答１］「目録みたいなもの」とは、書誌を掲載した30巻のことと思います。

安部公房全集は、29巻まで発行された後、書誌と補遺篇、安部ねりさんの伝記

エッセイを合わせた30巻が発行されるまで8年以上間が空き、ファンをやきもき

させました。全集の企画が発表された時点では、「全30巻＋別巻1」が予定され

ていましたが、カタログが作成された時点で29巻＋書誌篇の30巻に構成が修正さ

れています。（H）
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その昔、といっても2006年4月までのことですが、ヤフー掲示板に「安部公房」の

トピックがありました。主宰者は私ではなかったのですが、一向に現れなくなっ

ていて、2002年頃から私が主宰者のように書き込みや受け答えをしていました。

Ｓさんから「ポストコロニアル文学」について書き込みがあったのは、2005年の

11月のことでした。残念ながら、その記録は私の怠慢のゆえに残っていないの

で、私の返答から推しはかっていただくほかありません。そしてＳさんとはお互

いに理解し合うところまで行きませんでしたが、「ポストコロニアル文学と安部

公房」というテーマは、とても興味深く感じられると思いますので、ここにその

やりとりを掲げさせていただきます。そして今後の「ポストコロニアル文学とし

ての安部公房」の論議や研究が進む一つの材料となれば幸いです。なお[　　]

に、現在での注釈を入れました。

Re:ポストコロニアル文学	
 	
 2005/11/	
 9	
 21:17	
 [	
 No.546	
 /	
 591	
 ]	
 

［初めて投稿されたＳさんは、安部公房の作品にはポストコロニアル文学として

読めるものがいくつかある。またそれに関する研究などはあるのか、と書き込み

された。］

Ｓさん、こんにちは。

なるほど、安部公房の作品にはポストコロニアル文学として読めるものもあるの

ですか。ぜひもう少し詳しく知りたいですね。

論文については、「ポストコロニアル」を表題にしたものはやはり目につきませ

んね。

・丸川哲史『帝国の亡霊』	
 副題ー日本文学の精神地図　青土社　2004/11	
 刊

これには『けものたちは故郷をめざす』と『終りし道の標べに』が取り上げら

れ、公房の「帝国/植民地」意識の明確化とその超克の仕方が検討されていたよう

に思いますが、もちろんＳさんはすでに読まれていることでしょう。

・高橋龍夫『安部公房「赤い繭」論－占領下における実存的方法－』	
 『専修国

ポストコロニアル文学と安部公房を巡るある対話

OKADA	
 HIROSHI
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文』75号（2004/9）

これは読んでないので、関係あるか、なんとも言えませんが、興味をそそられる

表題ですね。

他の方の情報提供があればよいのですが。

私としてはＳさんの持論をここでお聞かせ願えれば、と切望しています。

Re:Ｓさんへ	
 	
 2005/11/11	
 20:05	
 [	
 No.549	
 /	
 591	
 ]

［ネットでＳさんのコメントを検索したところ、他のサイトでも「ポストコロニ

アル文学」についての意見を表明されていることが知られた。］

	
 

とっても興味深く読ませていただきました。

他のところでのあなたの断片的な書き込みでは捉えきれなかったところが、つな

がってきました。

始めにあなたがここで「ポストコロニアル」の言葉を出されたとき、安部公房の

読み方として「それは有り」というのが私の直感でした。

＞こういう考え方を、私は、安部公房の「人間そっくり」だとか「闖入者」「友

達」にも適応できるなと考えるようになったのです。［こういう考え方、とは、

ポストコロニアル文学の特質である、少数の支配者＝植民者ｖｓ多数の被支配者

＝現地住民、という構図をいう。］

→それは可能でしょうね。

＞闖入者は、実は主人公に支配されていたネイティブだと考えれば、わかりやす

いではないですか。

→これにはびっくりしました。というのは、これまで闖入者＝侵略者と言われた

ことはあっても、その逆はありませんでしたから。で、「闖入者」にそれを示唆

するような表現があっただろうか、と読み直してみましたが、見当たりませんで

した。

＞これが、私にとっての純文学の基準となりました。他者、とくに異文化の他者

についてどのように描写するのか、ということです。（・・・）このあたりの問

題も、安部はよく理解しているんじゃないのか。
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→私も同感です。彼はかの満州体験をちゃんと自分の内部で吟味し、超克した上

で作品化していることは、『けものたちは故郷をめざす』や『終りし道の標べ

に』の高と陳の描き方を見ればよくわかることですね。

ひとつひとつの作品について、ポストコロニアルの面からどんな風に読めるの

か、もしお時間があればじっくり書いていただくと、ありがたいのですが。

Re:闖入者など	
 	
 2005/11/17	
 22:57	
 [	
 No.552	
 /	
 591	
 ]	
 

［Ｓさんは、『闖入者』では闖入者の家族は多数であるから被支配者で、主人公

は少数者だから支配者だという。これは作者の意図に関係なく、ポストコロニア

ルからはそう読むべきである、と。］

『闖入者』などについてのあなたの言明は、作者・作品・読者の相互の関係が、

とてもシビアに問われている、と私は感じています。（前回、「びっくりした」

のはもちろん単純にびっくりしたのであって、否定的な意味はありません）

これまで作者は一旦作品を公表すれば、読者がどのように読もうと自由である、

と言われ、公房もそのように言ってきました。だが、あなたの視点からは、作者

の意図や表象されたものだけでなく、作者の無意識な精神のありようまでが批評

され、批判されうるのですね。これはとてもシビアな問いです。これに耐えうる

のは、公房はたぶん可でしょうが（検証を続けるとして）、三島由紀夫などは一

発でアウトですね。

このようなシビアさは、さきにフェミニズムの本や満州体験の本の紹介をしたと

きにも感じました。つまりは、自己の文化的、時代的な限界を厳しく吟味して、

問題意識となし、作品化にも細心の注意をもってする、ということを、どれだけ

の作家がなしうるのでしょうか。

『闖入者』については、主人公が被害者で闖入者は侵略者である、という読み方

がまずあります。それには実は読者が主人公に感情移入していることが大きいで

しょう。だが論理的には、「闖入者は実は主人公に支配されていたネイティブ

だ」と見るのは可能です（作者の意図や、作品読解の常道をひとまず棚上げすれ

ば）。すると、どちらが正義でどちらがヘテロなのか。これはメビウスの輪どこ

ろではありません。いろいろ非常に深刻な問題を含んでいます。
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［Ｓさんが触れられていた］東大の留学生の博士論文というのはこれですか。

http://www.l.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/thesis.cgi?mode=2&id=336［これはリンク

切れになっていて、再検索したところ、呉　美姃さんの「安部公房研究－植民地

経験を基点として－」http://www.l.u-tokyo.ac.jp/postgraduate/database/

2004/336.html　であった。なおこの博士論文を元に修正追加して『安部公房の

〈戦後〉植民地経験と初期テクストをめぐって』（2009年クレイン刊）として刊

行されている。］

これだけではくわしいことはわかりませんね。

[上記著作を見てみたところ、第一章「故郷・辺境・植民地―『終りし道の標べ

に』論」の28ページから37ページにかけて、安部公房の満州での植民者としての

意識の変遷について考察されていた。」

＞私が一番心に残っている言葉が「弱者への殺意」でした。[「弱者への愛にはい

つだって殺意が込められている」と1975/1「公然の秘密」以来、1977/6「イメー

ジの展覧会」、1977/12「密会」に多少表現を変えてエピグラフに使われてい

る。］

→まったく深く鋭いエピグラフですね。

『公然の秘密』も、公房の問題意識と表象とが見事に結実した作品ですね。あと

は読者の私たちがどう受け止めるか、ですが、骨と皮ばかりの仔象が何を指すか

は書かれていません。私たち自身の心の内を見直し、吟味する能力が問われてい

ますね。

最後に、安部公房の「植民地」についての発言の中から。

・『瀋陽十七年』・・・城壁の外の敗者の街が好きだった。しかし私がここに異

国的なものを感じていたとは、何という思いあがった気持ちだったことか。（全

集4）

・『錨なき方舟の時代』・・・なつかしそうに満州の思い出話をする連中の気が

知れない。植民地支配された人間の内面に対する想像力の欠如だ。（『死に急ぐ

鯨たち』

どちらも十分吟味された言葉で、このような思考の段階を経ていることが、私が

安部公房を信用する点でもあります。
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Re:闖入者など	
 	
 2005/11/24	
 20:55	
 [	
 No.556	
 /	
 591	
 ]	
 

＞Ｓ：念のために書いておけば、安部公房の植民地主義の精神を批判するという

意味で書いているのではありません。むしろ、植民地支配者の恐怖心を描いた作

品として読みとったら良いではないかということです。

→ｈ：その場合、安部公房自身の作品への意図は考慮に入れますか？	
 入れないで

作品だけの読解をするとして、たとえば『闖入者』の主人公が支配者であるとい

う記述・示唆がもしなければ、にもかかわらずそう読むとすると、解釈がまった

く逆になるわけですね。それは他の読者に納得してもらえるかどうか。

『飢えた皮膚』について、私の意見を少し。（新しい興味をもって再読の機会を

頂いたことに感謝します）	
 他の方からも何か発言があればいいのですが。

＞ここでよく分からないのは、「保護色」という概念です。単純に政治的メッ

セージ小説だと考えるならば、保護色人種―植民地の大多数、反保護色人種―植

民地の支配階級	
 ということなのでしょうか？

→この作品では「保護色」は、権力・支配者・資本家たちと彼らに迎合し媚びる

被支配者たちを指していると思います。権力におもねることは身を安全に保つ術

ですからね。

＞ところが、新潮文庫89頁では、はっきりと「おれの服は、見事な保護色で、植

民地の支配階級であることを誇示している」とあるではないですか。

→上述の理由です。安部公房は支配者と被支配者を画然と分ける見方をしていま

せん。「いまわれわれが置かれている状況が、（・・・）みずから志願した囚人

にすぎないんじゃないか」（「錨なき方舟の時代」新潮文庫『死に急ぐ鯨たち』

所収103頁）と、被支配者の側の意識も問題にしているわけです。それもそういっ

た構造を支えている要因だというわけです。

＞あるいは、恐るべき暴力革命、中央委員会、同士とかの言葉がでてくる。反原

住民運動には相応しくないというか、正反対の言葉でしょう。

→まっとうな反原住民運動というわけでなく、原住民運動でもなく、それを騙っ

た私怨からの架空の言辞です。

＞そして最後に、女の記事が、「おれ」の記事に変わってしまう分けです。発狂
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し、破産した記事のアイデンティティが、「おれ」なのです。

→そうですね。つまり私怨から支配者を引きずり落とし、自分がかわって支配者

となりえても心の飢えは充たされることはない、つまり新たなアイデンティティ

を獲得できない、ということかもしれません。ではその先はどうすすめばいいの

か。

＞ポストコロニアル文学作家の特徴である、脱アイデンティティの思想ーがよく

出ていると言えます。

→脱アイデンティティの先が問題なのでしょう。ポストコロニアルもフェミニズ

ムも、「反～」に終わるのでなく、それからさらに広く一般化された共通の視点

に結びついていかないと、と思いますが。

Re:	
 安部公房とリゴベルタ・メンチュウ	
 	
 2005/11/24	
 22:09	
 [	
 No.557	
 /	
 

591	
 ]	
 

前のレス、長くなってすみませんでした。

＞安部公房は『私の名はリゴベルタ・メンチュウ』に刺激を受けていた

→Ｙ氏のＨＰですかね。私はＨＰを持っていないただの読者です。［Ｓさんは私

をY氏と思っていたようだった。］

＞被支配者を代弁することができるのだろうか、代弁しようと試みることは良い

のだろうか。

→まったく出来ませんね。不可能です。スピヴァック『サバルタンは語ることが

できるか』で明らかにされたとおりです。「語りえないことについては、沈黙し

なければならない」「私の言語の限界が、私の世界の限界を意味する」（ウィト

ゲンシュタイン『論理哲学論考』）

＞安部公房自身は、植民地化された人々からは文学が生まれないと書いていま

す。

→より正確には「完全に植民地支配され尽くした国からは、本当の意味で文学は

生まれにくい」（「明日を開く文学」大江対談	
 全集27）ですかね。経済のみなら

ず教育・文化まで破壊された場合のこと。スペイン支配当時の中南米が想定され

ているのかも知れませんが、私はアメリカ支配下のハワイを思い浮かべます。

［Ｓさんもハワイを想定していたという。］
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＞安部はポストコロニアル文学論をほとんど正確に自らの言葉で語っている。こ

れは偶然の一致なのか、それとも彼自身が勉強していたのか？

→勉強と言うよりも、彼自身の世界観・文学観の追究が当然にポストコロニアル

文学論と交差したもので、単なる偶然ではないでしょう。「クレオールの魂」

「異文化の遭遇」（ともに安部公房全集28巻に）は読まれましたか？

＞彼の思想や文学観からすれば、メンチュウらの「創作」をどのように評価した

だろうか。

→もちろん安部公房の評価はわかりませんが、「クレオールの魂」でメンチュウ

に言及し、評価はしています。「創作」については、それがより真実であれば、

事実から離れても文学的でありうる、と言うかも、と勝手に言っておきます。

（笑）［「創作」とは、メンチュウの聞き書きによる自伝『私の名はリゴベル

タ・メンチュウ』において、経歴に改変を加えていたことが、ノーベル平和賞受

賞後に明らかとなったことを指す。］

＞安部自身、ロビンソン・クルーソーを見えない原住民の側から書き直してみよ

うと書いていた

→念のため申し添えますが、これは『方舟さくら丸』についての言葉ですね。

以上、Ｓさんと対話しているつもりで書いてきましたが、もし失礼がありました

らお許しください。いろいろ知らないことを教えていただいて、勉強になりまし

た。

Re:	
 安部公房とリゴベルタ・メンチュウ	
 	
 2005/11/27	
 23:04	
 [	
 No.563	
 /	
 

591	
 ]	
 

レスの長くなるのを避けたいと、凝縮して書いたつもりが、意を達せず、さらに

冗語を費やせねばならない悲哀を今感じています。今、私には必要な時間がない

こともあって。なおレスの引用は極力省かせてもらいます。

＞＞＞S：被支配者を代弁することができるのだろうか、代弁しようと試みること

は良いのだろうか。

＞＞ｈ：→まったく出来ませんね。不可能です。

＞Ｓ：失礼ですが、どうしてそう簡単に断言できてしまうのですか？
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ｈ：→その説明のためにスピヴァックとウィトゲンシュタインを引き合いに出し

ておいたのですが。これはある意味で哲学的、社会学的な問題で「ある対象（他

者）を観察し評価し、分類しようとするような超越論的視点は、必然的に対象を

傷つける暴力となる」ことになるでしょう。原理的に不可能です。「私は代弁で

きる」と考えたとたん、その他者を冒涜することになる。あなたはあなたの十全

な代弁を誰かにしてもらうことができるでしょうか。スピヴァックはサバルタン

の女を救ったというイギリス人や、代弁しようとする男たちを、決して代弁など

出来ない、サバルタンの女の本当の気持ちはわかりえない、ということを証明し

たのでした。

＞これでは、平気で笑いながら、創作が真実であればよろしい、文学であり得る

というふうになってしまう。前言と、首尾一貫していないではないですか。メン

チュウは被抑圧者当人ではないのに、代弁をしたのですから。

→もちろん私が安部公房を勝手に騙った言葉ですので（笑）を入れたわけで、内

容を笑いながらいっているのではありません。（なんでこんなことを書かねばな

らないのか・・・）	
 ですが、たとえばスピヴァックはサバルタンの女の代弁をし

たのではありません。それでも問題を明らかにすることによってある真実を訴え

かけることができた。メンチュウはどうか知りませんが、文学でも代弁や告発を

することなく真実の状況を描き出すことは可能でしょう。またそこにこそ文学の

力があるはずです。すこしも矛盾していません。

＞私が興味を持ったのは、サイードのオリエンタリズムだけでなく、そういった

脱アイデンティティ論的文学理論等を吸収していたのか否か、それとも、彼らの

動向に直接的に影響された訳ではなかったのか、ということです

→これについての詳細は先にあげた「クレオールの魂」「異文化の遭遇」のほか

主なエッセイ、さらには多くの作品を参考にあなたに考察していってもらいたい

ものです。ですが、私の見解では、安部公房は確かにサイードや中南米の文学に

言及はしていて、知識はあったでしょうが、自分がポストコロニアルの文学を目

指すとか取り入れるとかいうことはなかったと思います。それは彼の文学・思想

の遍歴をみてみると、リルケ、ドストエフスキーから実存主義、アヴァンギャル

ド、記録文学、マルクス主義、そして後期のクレオール・言語への関心と、これ

らの軌跡は一貫して自己の身を賭して現代の人間の問題を描き出してきたことを

示しています。ポストコロニアルは彼の全関心の一部に過ぎず、また彼としては

初期の満州体験をうかがわせる作品において解決といってはおかしいが、済んだ
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ことであったのかも知れません。『飢えた皮膚』が1952年、『オリエンタリズ

ム』は1978年ですし、あとは『方舟さくら丸』くらいですが、ロビンソン・ク

ルーソーとの関連でこれをポストコロニアル文学と読めればよいのですが、実は

さらに一般化された根源的な問いかけであることは『死に急ぐ鯨たち』に示され

ているとおりです。

Re:闖入者など	
 	
 2005/11/28	
 0:32	
 [	
 No.564	
 /	
 591	
 ]	
 

＞そうなのですか。しかし、［『飢えた皮膚』の］ブルジョアの日本人女は保護

色をおそれている。そして、反保護色同盟に荷担する側なのでしょう？　

→彼女は保護色を恐れている、しかしその保護色は外傷的なものでなく、内発的

なものであることに注目すれば、彼女自身の保護色を男によって暴露され自覚さ

せられていくことが保護色の顕在化であったと考えられます。反保護色同盟は男

のでっち上げで、それを実体があるかのようにとらえることには問題があると思

いますが、それでも彼女の意識がブルジョアから引きずり落とされるのにした

がって、保身をしているつもりが逆に転落を早めている仕組みになっている、と

いう男の謀略と考えます。

＞ただ、安部公房の意図だとか、一般的に認められた解釈の論文等がありました

ら、ぜひ教示してください。

→ここらで公房の意図を示すことをしないとフェアでないかもしれませんね。た

だし彼の自己の作品への言及はそのときの気分で変わるので、そっくりそのまま

受け入れるべきでなく、参考程度に。

・52/08	
 切実なものー今日の文学者〈座談会〉で・・・「闖入者」は国連制度を

頭に置いた。（全集３巻）

・67/02	
 友達－「闖入者」より〈ｴｯｾｲ〉で・・・「闖入者」では誤解された民主

主義への諷刺を。（全集20巻）

一般に認められた解釈の論文というのがあるのか知りませんが、「闖入者」を表

題にいれた評論・論文はヒットしませんでした。『闖入者』はのちに戯曲『友

達』に発展したと言われていますが、『友達』についてはたくさんあるようで

す。でも石沢秀二氏はこの二つを比較し、違いを述べています。（「友達―闖入

する友達の恐ろしさ」（「国文学」56/9、のちに「作家の世界―安部公房」佐々

木基一編・番町書房に）
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＞闖入者の側が、しきりに民主主義だとかデモクラシーといったスローガンを口

にし、主人公をファシスト呼ばわりするのはどうしてでしょうか。

→この読み方には異議ありです。民主主義を標榜するものは民主主義者ですか？

多数決を推奨するのがデモクラシーなのですか？安部公房の作品においてそのよ

うな単純な読みはおいておきましょう。現代では狼も民主主義のスローガンを声

高にします。（英米・国連のイラク攻撃を見るまでもないでしょう）

小説を読むのに大切なことの一つは、読者の心の同化作用で、作者はそれを考え

に入れながら表現・構成しているはずです。この作品において、読者の心情は最

後まで主人公に同化しているはずです。もし主人公がファシストであるなら（そ

の実際的描写はなく、闖入者が彼をそう呼ばわっただけですね）、その自覚の過

程が描写され、読者も仕方なかったんだと納得されるはずです。ところが闖入者

は最後まで読者にとって不当な多数、それも民主主義をたてまえにするやっかい

な存在で、その正当性はまったく共感されません。

なにか徒労を感じます。どういった言葉が使われているか、にこだわりすぎでは

ないですか。

Ｓさんへ	
 	
 2005/11/29	
 20:30	
 [	
 No.571	
 /	
 591	
 ]	
 

これだけ言葉を交わしても、お互い理解が進むどころか議論がかみ合わないまで

になっています。私はもう議論に関し、コメントしません。

気軽な話題や資料提供はさせていただきます。

全集は第１巻しか持っていません。あとは図書館のを借りていました。でもここ

半年以上図書館にも行けない状況です。

［その後全集は揃えました。これだけ濃密な対話をしたことを懐かしく思い出し

ています。Ｓさんは今、どうしておられるでしょうか。］
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○死後からの出発

1993年　高校生のときに、安部公房逝去を夕刊で知りました。大作家が亡くなっ

たという程度の認識で、格別の思いはありませんでした。

1996年　新潮夏の100冊にあった『砂の女』を読み、そのレトリック、逆転の構

図、結末に、天地のひっくり返る思いがしました。その後、アルバイト先での休

み時間などを使って、新潮文庫を読み漁りました。「水中都市」など、訳が分か

らない作品も多かったですが、何故か読んでしまいました。

○ホームページ開設

1999年　私は怒っていました、そして途方に暮れていました。題名は不確かです

が、「知の最前線」とかいう通俗的な教養書を読んだのです。インターネットで

何でも分かると紹介されており、文学では、偶然にも「安部公房」が例に挙げら

れていたのです。しかし、実際に検索すると、加藤弘一さんの「ほら貝」などの

一部のサイトを除いて、あまり有益な情報は得られませんでした。また、パソコ

ン雑誌を読んで、HTML文書の構造が、実は簡単なもので、テキストエディタで書

けるとことを知りました。「とほほのホームページ入門」というサイトは、その

当時のバイブルでした。加えて、私の修士課程の研究は、実験がうまく行かず、

行き詰っていました。そういったフラストレーションが、私をホームページ「安

部公房解読工房」を開設させる事に駆り立てました。感想文数点、作家紹介、リ

ンク集などを載せた、拙いホームページでありましたが、少なからず反響があり

ました。掲示板での読者との交流も楽しかったです。加えて、安部ML（メーリン

グリスト）にも参加し、時に楽しくおしゃべりし、時に激しい議論を交わしてい

た。今、もぐら通信に寄稿してもらっている方の中には、安部MLで知り合った方

が少なくありません。

○岡田氏との出会い

就職後も、ウェブ上の活動は続きました。ホームページの保守やブログの開設な

ど、活動の場を広げていました。そんな中、yahoo!掲示板の安部公房トピックを

しりました。落ちたりすることもありましたが、非常にレベルの高い書き込みが

私と安部公房とインターネット
　　（もぐら通信１周年目前記念）

w1allen
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ありました。私も書き込むと、返事がありました。その人が、トピック主であ

り、彼こそ岡田氏でありました。

しばらくネット上の付き合いにとどまっていましたが、私の方からメールアド

レスの交換を申し出ました。すると、同じ関西圏であることに驚きました。一

緒に飲もうということになり、大阪の梅田で飲みました。

ハッキリ言って、岡田さんのほうが私よりもずっと安部公房に詳しく、私はそ

の情報を聞いて、感心するばかりでした。

意気投合した二人は、リアル読書会の開催を目論みました。mixiで既にあった

TAP(東京・安部公房・パーティー)にあやかり、KAP(関西安部公房オフ会)コ

ミュニティを立ち上げました。（Pとオフ会が合ってないというツッコミはしな

いでください（笑））

○２つの研究会

2011年は、どういうわけか、２つも研究会やワークショップがあり、一般人の

私でも参加できました。

2月　京都大学において、「人文学の正午」研究会で、坂堅太さんの「変形の記

録」についての発表を聴講しました。大変高度な内容で、ついていけない部分

もありました。私が感心しましたのは、戦後の満州体験をカラッと語っていた

安部公房が、戦後すぐの座談会などでは、戦争責任や生きるか死ぬかの体験談

を語っていたことです。満州体験に対するイメージが、アベコベになってしま

いました。

3月　立命館大学において、ワークショップが開催され、岡田さんたちと一緒に

聴講に行きました。クリストファー・ボルトン氏を初めとする海外研究者た

ち、鳥羽耕史さん、友田義行さん、内藤由直さん、坂堅太さん、番場寛さんな

どの学者・研究者の方の顔を拝見できただけでも、うれしかったです。いろん

な角度からの安部公房論が聞けて、とても楽しかったです。

○初読書会

2012年2月　とうとう読書会を開催することになり、京都市の会館に予約申し込

みをしました。テーマは「砂の女」でした。岡田氏がmixiやtwitterで呼びかけ

てくれたお陰もあって、初回にして7名も参加していただけました。SNSの力っ

て、すごいなと思いました。
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○岩田氏登場、そして「もぐら通信」創刊

2012年９月　第二回読書会を開催しました。テーマは「他人の顔」でした。参

加人数は前より少なかったですが、遠路はるばる東京より刺客（？）が来られ

ました。その方こそ岩田さんでありました。岩田さんは、１０代の安部公房の

著作・思想から、鋭い発言を連発されました。二次会でも、意気投合し、楽し

いひとときを過ごしました。

その後、岩田さんから、私と岡田さんに、ブログの開設と安部公房のネット雑

誌を作ろうという話を持ちかけられました。

勿論、これがこの「もぐら通信」になるのですが、詳細は次号で述べたいと思

います。
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[岩田英哉]

滝口さん、

滝口さんが、砂の女と密会をご自分の

今の生活に適用して、そこから生まれ

る譬喩を言葉にして紡いでいること

が、非常に重いものを感じさせまし

た。

安部公房の読者であるということは、

こういうことなのだなという感じで

す。全く、小説の言葉は我が事です

ね。この読み方は、安部公房の読者の

ある典型となる読み方であるかも知れ

ないとさえ思いました。

自覚はありませんが、無意識にわたし

もそうして読んでいるのでしょう。

安部公房の創造した奇形の登場人物た

ちが、わたしたちのこころの救いとな

り、共感を呼ぶのは、何故でしょう

か。

奇形の登場人物たちの造形。これだけ

でも、安部公房という芸術家が、自分

自身を知っている深みのある人間だと

いうことが、あらためて思われます。

ー滝口健一郎様
そうですかあ～

ー滝口健一郎様
安部公房の世界が現実生活のなかに見えて
くる……現実を超現実的世界として認識す
る思考とマナコ。

	
 滝口さんと編集部との往復メール

前号に続き、９号への編集部の感想に、滝口さんがコメントを付けて下さい
ましたので掲載させていただきます。滝口さん、有り難うございます。

第９号掲載「現実生活にあらわれる安部公房現象３」について
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もっとはっきり言えば、ただ者ではあ

りませんね。

ご寄稿戴き、ありがとうございまし

た。

この連載を次々とこころ待ちにしてい

る読者のひとりです。

次号にもご寄稿下さいます様。

岩田拝

[岡篤史]

「砂の女」と「密会」をミックスさせ

た、ユニークな文章でした。

同時に、リーマンショック後、実家に

帰った後のご自身の生活も書かれてい

て、ご家族との軋轢やお母様の介護の

問題も出てきます。実家を砂の穴とと

らえ、お母様を少女のように感じると

いうのは、なんとも不思議な話です

ね。

現代の社会問題を安部公房の二作品に

絡めるのが、新鮮で面白かったです。

終りも余韻を残して、とても良かった

です。

ー滝口健一郎様
こちらこそよろしくおねがいします。

ー滝口健一郎様

はい…不思議な現実です。

当然予測できた事なのに「母の介護」

という現実すら想像していませんでし

た。現実＝情け容赦なく展開し恐くも

美しい……
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小誌へのご寄稿、本当にありがとうご

ざいました。

またのご寄稿、お待ちしております。

[岡田裕志]

滝口様

この度は「もぐら通信」にご寄稿をい

ただきありがとうございました。いつ

も原稿をお寄せいただくことは、私ど

もにとって大いに助かっております。

そしてどんな「想定外」の記事がいた

だけるのかと毎回楽しみにしておりま

す。ここに多少の感想を述べさせてい

ただき、お礼の気持ちを表したいと存

じます。

最初に「砂の女」の男が外界に見たの

は「無感動で虚ろな」情景でしかな

く、男は溜水装置の研究にもどる、と

滝口さんは述べられます。そして今回

の文はこれまでと違って滝口さんの、

郷里に帰って母の面倒を見るという生

活が関わってきます。それを「砂の

女」の情況と等価にみるとは、どんな

に重くてきついことでしょう。

ところがまだまだ滝口さんの考察は続

き、「砂の女」＝「母→少女化」＝

ー滝口健一郎様
了解いたしました。

ー滝口健一郎様
「想定外」…ですかあ…楽しみにして

いただいてありがとうございます。

ー滝口健一郎様
はい、重くてキツイです。楽しくするよう
に心がけています。
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　　「溶骨症の少女」と架橋して「密

会」につなげてしまうのです。し

かも「砂の女」＝「溶骨症の少

女」と中間項を省いて「安部公

房的混濁状化現象」と秀逸な名

付けをされています。

　　確かに安部公房のいろいろな作品

を横断し、結合してさらなる情

況を構築することはできるで

しょうし、すでに私たちも脳内

でしているかもしれませんね。

そしてこの郷里での「砂の女」

情況が、筆者のみならず、日本

の現在の、あるいは世界の共通

な情況でもあるとまで視点を拡

げておられます。これも実感を

もって伝わってきました。

このような広い視点があってこ

そ、滝口さんの珠玉の言葉が生

きてくるのだと思いました。

どうぞこれからも「もぐら通

信」をよろしくお願い申し上げ

ます。　

　　岡田裕志

	
 　

ー滝口健一郎様
　「安部公房的混濁状化現象」はこれ

からも現実生活のさまざまな局

面に現れてくるだろう……恐ろ

しくも楽しくもあり……

ー滝口健一郎様

よろしくおねがいします。
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「錨（いかり）なき方舟の時代」（全集第２７巻、１５２ページ）という対談

で、安部公房は、インタビューに次のように答えています（全集第２７巻、１

６８ページ上段から下段にかけて）。

―安部さんが戦中、ハイデッガーとかヤスパースとか、そういうものを非常に

熱中してお読みになったということと、文学へ進んでいくこととは関わりがあ

りますか。

安部　あったと思う。実存は本質に先行するという実存主義の基本概念、本質

というのは一つの概念規定であり、その規定作業の前にもっと未分化の実存が

先行しているという考え方、それがなぜぼくにとってそれほど重要な思想だっ

たかというと、やはり戦争中だったからだと思う。

同じインタビューで、その後すぐのところで、また次のように言っています。

「どちらかというとハイデッガーの方が自分の役に立ちそうな気もしたけど、

感覚的にはヤスパースの方がつき合いやすかった。」（全集第２７巻、１６８

ページ上段）

この対談のこの発言を読む限り、ハイデッガーという哲学者の思想は、ニー

チェやリルケのようには、安部公房の関心を惹かなかったし、これらふたりの

ようには溺れるようにしてその作品を読む事はなかったということがわかりま

す。

大切なことは、１０代の安部公房が実存主義と言っているその概念の方です。

実存という言葉の概念規定の前に「もっと未分化の実存が先行している」と理

解した１０代の安部公房（もっとも、そう理解したとして発言しているのは、

１９８３年、５９歳の安部公房なのですが）の、この「未分化の実存が先行し

ている」という理解が重要だと思います。

安部公房の変形能力９：ハイデッガー

岩田英哉
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しかし、それでもなおハイデッガーを、安部公房との関係で論じる値（あたい）

があるとすれば、それは、この世に第２のコロンブスの立てた卵があるとする

と、これこそが二つ目の、１０代の安部公房の立てたコロンブスの卵ではないか

というべき論理です。

純粋に論理だけの問題として、この問題を論じます。あなたは、何か曲芸を眺め

るように心境になるかも知れません。

ハイデッガーというひとは、世界内存在（Das-In-der-Welt-sein）という概念

で、世界の中に存在する人間を論じました。これを、安部公房は、『詩と詩人

（意識と無意識）』（全集第１巻、１０４ページ）という論文において、自分の

独自の哲学用語として「世界内ー在」として明らかにしています。１９４４年、

このとき、安部公房２０歳。

ハイデッガーの場合には、安部公房の用語を使うと「世界内ー在」だけですが、

安部公房は、この概念ともうひとつ、「世界ー内在」という概念を並立させ、こ

れらふたつの概念を動態的な交換関係（次元変換）において、その交換の場にい

る人間個人（詩人）の在り方、即ち転身、変容、変身を論じているのです。これ

が、『詩と詩人（意識と無意識）』の粋（エッセンス）です。

もしこれも純粋に論理だけの問題として論じれば、「世界ー内在」、即ち詩人と

いう人間の内部に一個の世界が存在するという考えは、既に『安部公房の変形能

力５：リルケ２』の「３．１．２．５　　１９０３年１２月２３日、ローマから

の手紙」のところで翻訳をしてお見せしましたが、これはリルケの考え方です。

単純に論理を、こうして二つながら眺めれば、１０代の安部公房は、ハイデッ

ガーとリルケのそれぞれの論理を独自の思想、即ち次元変換（内部と外部の交

換）によって一つに統一したということになります。

しかし、冒頭のインタビューに答えてハイデッガーについて語る安部公房の口吻

には、そのようなことを成し遂げたという気配は勿論ありません。恐らく、実質

的に、自分の論理がハイデッガーの論理の骨組みを含んでいたということすら意

識していないのだと思います。
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（同じように、リルケの名前も深く安部公房の意識に隠れているのではないかと

思います。）

むしろハイデッガーの名前に即座に反応して、「未分化の実存が先行している」

という理解をすぐさま提出した安部公房に、２０歳で著した論文、『詩と詩人

（意識と無意識）』から流れる思考の連続が脈々と流れているのをみることがで

きます。

この場合、安部公房が、ハイデッガーの思想を変形させて、自分のものとして統

一したというよりも、既にそれ以前に安部公房の獲得した、動態的な次元変換

（位相幾何学の内部と外部の果てしない交換）の視点から、ハイデッガーを見

て、そのように自分の思想の一部となしたという方が正確だと思います。

 この変形の仕方は、『詩と詩人（意識と無意識）』（全集第１巻、１０４ペー

ジ）に詳しいので、是非お読み戴ければと思います。

また贋岩田英哉名義で『詩と詩人（意識と無意識）』を読み解いた連載、『１８

歳、１９歳、２０歳の安部公房』（もぐら通信創刊号から第４号）を参照下さ

い。（あるいは、少し手を加えて、同じ題名で、アマゾンのキンドル本として出

版しております。：http://goo.gl/P8FCH）

次回は、安部公房とドストエフスキーを論じます。
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もぐら感覚１３：放蕩息子

タクランケ

１０代の安部公房は、リルケの『マルテの手記』を読み耽り、その最後に出て

来る放蕩息子の姿に強く惹かれて、その形象（イメージ）に身を没して、それ

が自分自身の姿であるかのごとくに迄深く受容し、そうして自分の小説の主人

公に投影をしました。

以下に、

１。聖書の放蕩息子

２。リルケの放蕩息子

３。安部公房の放蕩息子

これらの違いを見て参りたいと思います。

放蕩息子というテーマは、新約聖書にあるもので、それは、ルカ伝第１５章第

１１節から第３２節までで語られる、割合と短いのでそのまま引用すると、次

の様なお話です（http://bible.salterrae.net/kougo/html/luke.html）。文

中の数字は、１５章の第何節という意味を示しています。

「第15章

15:1さて、取税人や罪人たちが皆、イエスの話を聞こうとして近寄ってきた。	
 

15:2するとパリサイ人や律法学者たちがつぶやいて、「この人は罪人たちを迎

えて一緒に食事をしている」と言った。	
 15:3そこでイエスは彼らに、この譬

をお話しになった、	
 15:4「あなたがたのうちに、百匹の羊を持っている者が

いたとする。その一匹がいなくなったら、九十九匹を野原に残しておいて、い

なくなった一匹を見つけるまでは捜し歩かないであろうか。	
 15:5そして見つ

けたら、喜んでそれを自分の肩に乗せ、	
 15:6家に帰ってきて友人や隣り人を

呼び集め、『わたしと一緒に喜んでください。いなくなった羊を見つけました

から』と言うであろう。	
 15:7よく聞きなさい。それと同じように、罪人がひ

とりでも悔い改めるなら、悔改め［原文のママ］を必要としない九十九人の正

しい人のためにもまさる大きいよろこびが、天にあるであろう。
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15:8また、ある女が銀貨十枚を持っていて、もしその一枚をなくしたとすれ

ば、彼女はあかりをつけて家中を掃き、それを見つけるまでは注意深く捜さな

いであろうか。	
 15:9そして、見つけたなら、女友だちや近所の女たちを呼び

集めて、『わたしと一緒に喜んでください。なくした銀貨が見つかりましたか

ら』と言うであろう。	
 15:10よく聞きなさい。それと同じように、罪人がひと

りでも悔い改めるなら、神の御使たちの前でよろこびがあるであろう」。

15:11また言われた、「ある人に、ふたりのむすこがあった。	
 15:12ところ

が、弟が父親に言った、『父よ、あなたの財産のうちでわたしがいただく分を

ください』。そこで、父はその身代をふたりに分けてやった。	
 15:13それから

幾日もたたないうちに、弟は自分のものを全部とりまとめて遠い所へ行き、そ

こで放蕩に身を持ちくずして財産を使い果した。	
 15:14何もかも浪費してし

まったのち、その地方にひどいききんがあったので、彼は食べることにも窮し

はじめた。	
 15:15そこで、その地方のある住民のところに行って身を寄せたと

ころが、その人は彼を畑にやって豚を飼わせた。	
 15:16彼は、豚の食べるいな

ご豆で腹を満たしたいと思うほどであったが、何もくれる人はなかった。	
 

15:17そこで彼は本心に立ちかえって言った、『父のところには食物のあり

余っている雇人が大ぜいいるのに、わたしはここで飢えて死のうとしている。	
 

15:18立って、父のところへ帰って、こう言おう、父よ、わたしは天に対して

も、あなたにむかっても、罪を犯しました。	
 15:19もう、あなたのむすこと呼

ばれる資格はありません。どうぞ、雇人のひとり同様にしてください』。	
 

15:20そこで立って、父のところへ出かけた。まだ遠く離れていたのに、父は

彼をみとめ、哀れに思って走り寄り、その首をだいて接吻した。	
 15:21むすこ

は父に言った、『父よ、わたしは天に対しても、あなたにむかっても、罪を犯

しました。もうあなたのむすこと呼ばれる資格はありません』。	
 15:22しかし

父は僕たちに言いつけた、『さあ、早く、最上の着物を出してきてこの子に着

せ、指輪を手にはめ、はきものを足にはかせなさい。	
 15:23また、肥えた子牛

を引いてきてほふりなさい。食べて楽しもうではないか。	
 15:24このむすこが

死んでいたのに生き返り、いなくなっていたのに見つかったのだから』。それ

から祝宴がはじまった。	
 15:25ところが、兄は畑にいたが、帰ってきて家に近

づくと、音楽や踊りの音が聞えたので、	
 15:26ひとりの僕を呼んで、『いった

い、これは何事なのか』と尋ねた。	
 15:27僕は答えた、『あなたのご兄弟がお

帰りになりました。無事に迎えたというので、父上が肥えた子牛をほふらせな

さったのです』。	
 15:28兄はおこって家にはいろうとしなかったので、父が出
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てきてなだめると、	
 15:29兄は父にむかって言った、『わたしは何か年もあな

たに仕えて、一度でもあなたの言いつけにそむいたことはなかったのに、友だ

ちと楽しむために子やぎ一匹も下さったことはありません。	
 15:30それだの

に、遊女どもと一緒になって、あなたの身代を食いつぶしたこのあなたの子が

帰ってくると、そのために肥えた子牛をほふりなさいました』。	
 15:31すると

父は言った、『子よ、あなたはいつもわたしと一緒にいるし、またわたしのも

のは全部あなたのものだ。	
 15:32しかし、このあなたの弟は、死んでいたのに

生き返り、いなくなっていたのに見つかったのだから、喜び祝うのはあたりま

えである』」。」

この話を読むと、放蕩息子は次男坊であり、父親が自ら探して求める、愛する

一匹の迷える子羊というべき立ち場の子供ということになります。

また、この息子は、家族関係を捨てて、赤の他人としての従僕の身分に、罪の

償いとして、なることを受け容れた人間として描かれています。

そのような形で、自分の家郷に回帰する放蕩息子の姿です。

この放蕩息子という古代からの有名な聖書のエピソードを、リルケは『マルテ

の手記』の最後のところに持って来て、それを全く自分の独自の考えから、独

創的な、リルケの放蕩息子像に変えてしまいます。

既に『安部公房の変形能力５：リルケ２』（もぐら通信第７号）で論じられて

いるように、リルケという詩人は、徹頭徹尾、孤独ということを大切にした詩

人です。

この孤独という視点から、リルケは放蕩息子という形象（イメージ）を、次の

ように変形させています。以下、岩波文庫版、望月一恵訳の『マルテの手記』

から引用をして、まとめます。

この最後に放蕩息子を登場させる前段で、リルケは、愛という主題について、

アペローネという主人公マルテの知友の女性の愛を論じながら、それをキリス

ト教の神との関係で、また広く女性の抱く愛について、そうして愛する事と愛

されることについて、論じています。
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さて、その上で、放蕩息子の話が始まります。つまり、ここでのテーマは愛な

のです。

この最後の数ページを読むと放蕩息子とは、次の様なことを考える人間です。

大切なことは、話の上では、リルケが、ではなく、マルテが、このような人物

像を自分の典型的な人間像として思い描くということにあります。少し長い引

用群ですが、安部公房を理解するためにとても重要な箇所ですので、労を厭わ

ず引用致します。

この人間は、

０。次男坊ではなく、どうも一人息子であり、将来家長となることを期待され

た息子であるようだということ。

１。愛されることを恐れる子供（人間）であるということ。

２。誰にも愛されるという「やさしい愛にあたたまって」いるという習慣を捨

てようと考えること。

３。「彼はまだそれをはっきりと言い表せなかったが、一日じゅう野を駆けめ

ぐるときに犬をもともないたがらなかったのは、犬も彼を愛したからであっ

た。」

４。「深い無関心な気持ち」を持つようにつとめること。

５。それによって、家の外の遊びの中では、想念と空想の中で思う様々な土地

へ行き、様々な人物に変身することができるようになったということ。

６。「家へ帰るには脱いだり忘れたりしなくてはならないことがなんと多いこ

とか。」と思うということ。

７。「すっかり忘れてしまうことが大切であった。そうでないと、みんなに問

いつめられたときに、秘密を感づかせそうであった。」と考えること。

８。「家の中にはいると、万事終わりであった。（略）だいたいは家の人々の

考えていると同じ少年に引き戻されてしまった。」ということ。

９。「彼は家にとどまって、かれらが想像している生活を外見だけ生き、かれ

らのすべてに顔の全体が似るようになるだろうか。彼の意欲の繊細な誠実さ

と、その誠実さを彼自身の目にもゆがめるにちがいない明らさまな欺瞞との二

通りの生活をするのだろうか。」と考えること。

１０。「いや、彼は去るだろう。たとえば、かれらが彼のためにほかの子供が
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喜びそうな贈りもの、こんどもすべてをつぐなうべき贈りものにより、誕生日

のテーブルを飾ろうとしているあいだにでも。そして、永久に帰らないつもり

で去るだろう。」

そして、こうして家を出た後に、

１１。「貧しさが日ごとに新しい笞（むち）でおびやかし、彼の頭が苦難の住

家になり、疲れ果て、全身に腫れものが苦難の闇をさぐる窮余の目のように吹

き出し、彼が汚穢（おわい）に近い者であるために汚穢の上に置き去られて慄

然としたころも、そのころでさえも彼は、思いめぐらすと、愛に応えられるこ

とがなによりも大きな恐怖であった。」

そして、この放蕩息子は、聖書の顰（ひそ）みにならって、羊飼いになり（し

かし、その筆致は譬喩（ひゆ）としての羊飼いです）、

１２。「それは彼が徐々に回復する病人のように、自分を茫漠とした無名の人

間に感じることから始まった。生きていることのほかにはなにをも愛さなかっ

た。追う羊たちの単純な愛は重荷にはならなかった。」

１３。「羊たちが空腹にひかれて無心に進むあとから彼は黙々と世界の牧場を

歩いた。」

１４。「空間の広さに自分の広さを合わせたことがある彼は、出口も方向もな

い迷路を蛆虫のように匐（は）い進まなければならなかった。」

１５。「この何年間に彼の心中には大きな変化が起こった。神へ近付く苦しい

仕事のために神をほとんど忘れてしまったのであった。」

１６。「そして、今では人間に必然な快楽と苦悩さえも、舌に媚びる風味を失

い、純潔になり糧（かて）になった。彼の生命の根からは豊かな実りを約束す

る常緑の強い喜びの木が生い育った。彼は彼の魂の生活のあらゆる部分を成就

させることに没頭した。」

１７。「心に余裕がみちた彼は、かつて成就させずにしまい、待つだけで終

わってしまった生活の重要な部分を、今から実現させようと決心した。そし

て、彼はなによりも初めに幼年時代を考えた。静かに思い返すにつれて、幼年

時代は空白のままになっていることを感じた。そのころの思い出はどれも、予

感のように漠然としていて、過ぎ去ってしまったがためにほとんど未来のこと

のように感じられた。それらをどれももう一度、そして、こんどは実際に生活
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することが、故郷から去った蕩児が再びそこへ帰って来た理由であった。僕た

ちは彼がそこにとどまったかどうかは知らない。彼がそこへ戻って来たことを

知っているのみである。」

１８。「この物語を語った人々は、この個所でその家がどのようであったかを

思い出させようとしている。その家ではわずかな時が過ぎ、わずかな時が数え

られたのみであった。家の人々はだれもどれくらいの時がたったかを言うこと

ができた。犬は老いはしたがまだ生きていた。その一匹がほえたともしるされ

ている。家じゅうの仕事がいっせいにやめられる。老いはしたが、または、大

きくはなったが、胸が迫るほどにそのままの顔が窓に現れる。すっかり年取っ

た一つの顔に不意に愕然と識別の色が現れる。識別だけだろうか。ほんとうに

それだけだろうか。―宥恕である。なんの宥恕だろうか。―愛である。ああ、

神よ、愛である。

　思い出された息子はきょうまでに忙しさに追われて考えたことがなかった、

愛がまだ待っているかもしれないことを。つぎの瞬間に起こったことについて

は、息子の身ぶりのみが語られていることは不思議ではない。聞いたことも見

たこともないような突飛な身ぶりであった。彼はみんなの足もとへ身を投げて

哀願したのである。愛してくれるなと哀願したのである。かれらは驚きまどい

ながら彼を抱き起こした。彼をゆるし、彼のはげしい身ぶりをちがう意味に解

釈した。かれらが息子の思いつめた明瞭なポーズを見ながらも、その意味を誤

解したことは、彼をたとえようもなく安堵させたにちがいない。おそらく家に

とどまることができたろう。かれらが彼を喜ばせるにちがいないと信じてひそ

かに語らい合って示す愛は、彼ではない者に向けられていることが日ごとに

はっきりと感じられた。かれらが心を砕くのを見て、彼はほとんど微笑を禁じ

られなかった。そして、彼は自分がどんなにその愛のとどかない者になったか

を知った。

　彼は何者であるかをかれらは知らなかった。彼を愛することは非常に困難に

なっていた。そして、彼はある一人だけが彼を愛することができるのを感じて

いた。その一人はまだ彼を愛そうとはしなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手記おわり」

この人間像からわかることは、次の様なことではないでしょうか。

１。無名であること。

２。自分を愛してくれる自分の家族にとってさえも無名の人間であること、自

mailto:eiya.iwata@gmail.com
mailto:eiya.iwata@gmail.com
http://www.abekobosplace.blogspot.jp
http://www.abekobosplace.blogspot.jp


もぐら通信!  ページ36

安部公房の広場 |  eiya.iwata@gmail.com  |  www.abekobosplace.blogspot.jp

分の名前で呼ばれるのとは（例えば、安部公房）、そのような全くの別人にな

りおおせること。

３。そのような誤解の中で生きることを敢えて生きるということ。

４。周囲の者ですら知らない全く別の人間に変身し、変貌し、変容していると

いうこと。そうして、それを誰にも黙っているということ。

５。そうして、このことは誰にも知られないということ。たった一人の者以外

には。（そのたった一人とは一体誰なのか。）

６。このように生きることができたら、その人間には愛があるのではないかと

いうこと。

７。そして、生きながら、家族にすら真の自分自身を忘却される自分であると

いうこと。

８。以上のような、全くの、絶対的に無償の人生を生きること。

これは、そのまま、安部公房という人間の人生であったのではないでしょう

か。わたしは、そう思うのです。周囲の、そして家族に対してすら、深く深く

自分自身とその変身、変貌、変容を隠した安部公房の姿です。

安部公房は、『〈様々な光を巡って〉』というエッセイの冒頭で、次のように

書いています。１９４７年、安部公房２３歳。

「様々な光を巡って、その内部に、その背後に、その外部に、人間は永い歴史

を生きて来た。絶えず脱皮し逃亡し、復た復帰しながら。それはVerlorene	
 

Sohnによって示された、あのヨーロッパの嘆きであり、Damaに凝縮された東洋

の秘蹟である。」（全集第１巻、２０２ページ上段）

ここで、Verlorene	
 Sohn（正しくは、der	
 verlorene	
 Sohn、またはverlorener	
 

Sohn）とあるのが、放蕩息子のこと、ドイツ語での放蕩息子です。

ドイツ語で名前を挙げていますので、安部公房は『マルテの手記』のドイツ語

に当たって、そこを読んでいたのだと推測します。

さて、このエッセイの冒頭を見てわかることは、次のようなことです。

１。放蕩息子を歴史的な人間の典型として捉えていること。
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２。放蕩息子は、絶えず脱皮し、逃亡し、また復帰する人間であること。（こ

れは、誠に安部公房の作品の主人公らしい特徴です。）

３。そのような繰り返しをすることによって、歴史を超えた人間としての典型

となること。

４。放蕩息子は、「様々な光を巡って」生きるのだということ。

更に、このエッセイを最後まで読みますと、最後までの間に１９世紀と２０世

紀の問題を挙げ、最後のところで、その問題と解決を対にして示しています。

これが、実に安部公房らしい。

「〈問題〉…..如何にして忘却す可きであるか？

　〈解決〉…..それは忘却によってである。

　　現代にとって此の定律は生々しい記憶である。」

（安部公房は、このエッセイの最初のところで忘却について言及し、最後に忘

却によってエッセイを閉じているのです。そうしてみると、このエッセイの主

旨を一言で言えば、自己認証（これも１０代からの安部公房を理解するキー

ワード）と忘却について書いてあるということになります。）

また、このエッセイは、「様々な光を巡って」と題されていますが、これが忘

却で始まり、忘却で終わるというエッセイであるということから、即ち、夜の

ことを、「様々な光を巡って」夜のことを、夜という言葉を使わずに論じた

エッセイだということができるでしょう。

このとき、安部公房の思考と連想の連鎖の中では、放蕩息子ー忘却ー（夜）ー

自己承認ということが一連らなりになっていたと考えられます。

この放蕩息子の名前は、もう一度、表立っては『名もなき夜のために』（１９

４８年。安部公房２４歳）に、それも恰も『マルテの手記』と同じく最後の所

に至って、次の個所に登場します。

１。全集第１巻、５５２ページ下段

２。同じく、５５４ページ上段と下段
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３。同じく、５５５ページ上段

４。同じく、５５８ページ上段と下段

上の４カ所のうち、２番目の引用をして、読者の理解に供します。この引用の

前段には、詩人についての言及があり、内部と外部の交換について、自己の外

部であったものが実は内部であったということを知り驚き、傷つく詩人につい

ての言及があります。この内部と外部の交換（次元変換）を、１０代から２０

代の安部公房は、既に何度も論じたように、転身と呼んでおり、この用語はそ

のまま『無名詩集』に出て来ることも既に論じた通りです。

さて、その上での放蕩息子の話です。

「マルテの手記が放蕩息子の帰郷で終っているのも決して偶然ではなかった。

リルケがあらかじめ予期していて、マルテをあそこへ導くために書いたのかど

うかは分からぬが、いずれにしても莫大な正数の時間のために莫大な負数の時

間をさかのぼらねばならぬ必然…..、そうではないだろうか。愛されるものが

愛するものの意識を持ちはじめ、愛するものを讃える意識となり、愛を強要す

るものへの帰依を歌い、愛するものへと脱皮し、そして突如人間の空しさを、

愛を強要するものの立ち場に転じて訴える。傷のあまりの深さに負数の時間だ

けしか見えなかったマルテが、生活に破れ、野ざらしになって、ついにその傷

が人間を脱皮し物へまでゆくことでしか癒されぬのを知ったとき、マルテは不

意に詩人になっている。そうでなかったら何故あのような冷酷な安堵で家人の

あいだにとどまり得ただろう。僕はマルテの手記をある胎生の歴史であると考

えたい。顔を赤（原文は赤に暇のつくりを添えた文字）らめずに自分を詩人と

呼びうるものが、当然すごす母胎の記録であると思いたい。ここでリルケはま

た新しい胎生へと転身する。ちがうだろうか。あそこで誕生したと考えるべき

だろうか。いや、僕には出来ない。詩人とは生まれぬものだ。詩人の日々は永

遠の胎生であるにちがいないのだ。生まれるのは人間の運命だ。転身のない

日々だ。詩人とは人間を拒み、絶えず脱皮をつづけるものであったはずではな

いか。転身はすでに胎生の行為だ。そして胎生の延長は結晶の法則だ。

　現に放蕩息子の帰郷はあれきりのものではなく、次元をかえて幾重にも繰返

されているではないか。何も遥かなものに求める必要はない。誰だってこんな

記憶を持っているにちがいないのだ。子供のころ、新しい服を着た自分が他人
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のように思えたり、別なところで出偶った友が異う人物のように思えてなじめ

なかったり、また夢の中で異った服装をした同一人物が同時に現れ、たがいに

自己を主張したりした記憶……」

こうして読みますと、放蕩息子の帰還についての言葉が、そのまま安部公房の

小説の主人公達の、いつも小説の最後にやってくる、もとの場所への帰還、そ

うしてそれが、単なる同じ場所への帰還ではなく、より高次の次元への帰還と

なっている帰郷についての説明になっていることがわかります。

［註］

この詩人の胎生のままの永遠の回帰を、安部公房は、「錨なき方舟の時代」（全集第２７

巻、１５２ページ）という対談で、インタビューに次のように答えて、次のように、実存と

いう概念との関係で、言っています（全集第２７巻、１６７ページ上段から下段にかけ

て）。

―安部さんが戦中、ハイデッガーとかヤスパースとか、そういうものを非常に熱中してお読

みになったということと、文学へ進んでいくこととは関わりがありますか。

安部　あったと思う。実存は本質に先行するという実存主義の基本概念、本質というのは一

つの概念規定であり、その規定作業の前にもっと未分化の実存が先行しているという考え

方、それがなぜぼくにとってそれほど重要な思想だったかというと、やはり戦争中だったか

らだと思う。

このリルケから学んだ主人公の在り方（安部公房の実存、即ち人間の未分化の

状態）と、他方、安部公房が独自に卓越した理解を示している位相幾何学（一

筆書きの数学。最初の一筆が最初の場所に最後に戻って来る統合的な思考）

が、同時に裏表の関係であったに違いありません。

また、この個所を読むと、転身とは、胎生である以上、この世には生まれてい

ない、そういう意味ではこの世の時間のない詩人の在り方、確かに「未分化の

実存」だということがわかります。現世からみると無時間の世界での、人間を

拒み、絶えず脱皮を続ける限りない転身（次元変換）。

『名もなき夜のために』は、最後の括弧の中の５行の独白の直前に、次のよう
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な言葉で本文が終わっています。

「それでもいいのだ。僕は人間を止めようと欲したのではなかったか。それすら

自由であった。勇気を持とう。あらためて人びとの歩みに耳傾けよう。僕は不意

に、はるかなとどろきのような足音の中に、僕の足音がはいり込むのを聞いてい

た。そんな確実な歩調を僕が知っていたとは思えぬほどの足取であった。それは

もう物の足取であるらしかった。僕は手をひろげた。腕をのばした。頭をそらし

背のびした…..。夜だった。これを歌とよんではいけないだろうか。」

「僕は手をひろげた。腕をのばした。頭をそらし背のびし」てごらんという語り

口は、同じ言葉で始まる『デンドロカカリヤ』という変形譚（顔が裏返って内部

と外部の交換される話）に、そのまま繋がっています。

こうしてみると、『デンドロカカリヤ』もまた、他の安部公房の小説と同じよう

に、変身の、夜の話なのです。たとえ、それがどんなに「様々な光を巡って」の

昼間を舞台の物語であるにせよ。

最後に蛇足ながら付け加えると、確かに安部公房自身が、長男、即ち家長となる

べきことを期待された男子であるにも拘らず、医家を継がずに、上のような安部

公房独自の放蕩息子に実際になったということは、言うまでもありません。

次回は、安部公房の夜を論じます。

Rhoncus tempor placerat.
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第１０号から連載を開始しました花谷紫月さんのブログからの転載、『安部公房

「鞄」』につきまして、筆者の花谷さんから厳重な抗議があり、編集部にて調査

したところ、明確な信義違反があったと認め、花谷さんに深くお詫び申し上げま

すとともに、当該記事を削除した改訂版を発行し、このような事態に至った経緯

をここに申し述べます。また読者の皆さまにもご迷惑をおかけしたことを深くお

詫び申し上げます。

本誌の編集員が花谷さんのブログ「花谷紫月の詩的な空想ノート」に安部公房の

『鞄』についての記事があり、素晴らしい記事でしたので、もぐら通信の読者に

も読んでもらいたいと思い、花谷さんに転載のお願いをし、許可を得ました。

この時、編集員が拝見した記事は、『安部公房「鞄」《13》鞄の変遷』と題した

記事で、花谷さんの許可されたのもこの記事に関してでありました。

この記事を転載するために編集作業に入りましたが、この記事は単独の記事では

なく、連載の記事であることに気が付き、連載の最初の記事を転載して第１０号

の初版としてお届けした次第です。

この際に、少なくとも花谷さんに掲載の確認をとるべきところを、前記許可を得

てあるので掲載してよいだろうと安易に考え、花谷さんから連載全体の許可をと

らずに、掲載をしてしまいました。このようなことが許されないのはもちろんの

ことでございます。

当然、花谷さんよりこの事に対する異議の申し立てがあり、転載を中止し、削除

するよう要求がありました。それにつき編集部にて調査しましたところ、以上の

ような明確な信義違反があったことが分かりましたので、以後の連載を中止させ

ていただくことになりました。

花谷さんにはご迷惑をお掛け致しましたことを、深くお詫び申し上げます。

また、読者のみなさまには、たいへんご迷惑をおかけし、申し訳ありません。

花谷紫月さんの『安部公房「鞄」』の連載中止について

編集部
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また、第１０号第３版の最終ページの「第3版改訂箇所」にある訂正に関する記述

も、「この掲載をすべて削除しました。」と編集事実の記述あるだけで、削除の

理由に言及のないことで、読者にあらぬ疑念を思わしめたかもしれませんが、今

回の件の責任は、全て当編集部にあり、花谷様には何らの過失もないことを明確

にお伝え致します。

これからは、寄稿者の方との意思疎通には特別に注意を払い、意見交換を密にし

て、このようなことが二度とないようにし、信用の回復につとめていきたいと存

じます。

以上、よろしくご了解いただきますようお願い申し上げます。

もぐら通信の予約購読は次のURLア

ドレスから：　　　　　　

HTTP://

ABEKOBOSPLACE.BLOGSPOT.JP
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桐原正二様より

もぐら通信（第10号）が届きました。
いつもありがとうございます。
	
 
今回もまた、すごいボリュームですね。
	
 
毎回、タクランケさんのピンポイントの対象についての考察がとても興味深く、楽し
みにしています。
安部公房の作品は、その一単語一単語すべてに、何かしらの意味というか役割があっ
て、無駄な文字はひとつもないのですね。まさに「消しゴムで書」く作家ですね。
今回は「ひとさらい」ですね。わくわくします。
	
 
夏に読む第10号、楽しませていただきます。

	
 
桐原正二

また、次の方々からご感想・お励ましを戴きました。
いつもご支援くださいまして有り難うございます。
（以下、要約して掲載させていただきます。―以下は
編集部）

小林敦子先生より
 岡	
 篤史さま

折角の発刊のご案内をいただいていたにもかかわらず、
お返事ができず大変申し訳ございませんでした。
大変素敵な雑誌、あらためて感銘を受けております。
「正午」につきましても、非常にあたたかな、そして
魅力的にご紹介いただきまして、本当に嬉しく思い
ました。こうした応援は何よりの励みとなります。
貴誌は、安部公房への書き手の真摯な愛情にあふれて
いて、作家への思いがまっすぐに伝わって参ります。
作家を研究するということの、一番大切な原点を思い
起こさせられます。

読者からの感想
もぐら通信を発行していて、読者の方からの感想ほど、うれしいものはありませ
ん。 以下に転載して、もぐら通信の読者のみなさんにも、ご覧戴きたく思います。 

メー ル配信担当:岡篤史(w1allen)

　　　　　　感想の募集

もぐら通信では、読者であるあなたの
感想をお待ちしております。

もぐら通信を読んでの、どんな感想で
も構いませんので、お寄せ戴ければ、
ありがたく存じます。

お寄せ戴くどんな言葉も、もぐら通信
発行の励みとなりますし、また他の読
者の方達との共有の財産となり、わた
したちの交流を深めることでしょう。

お寄せ下さる場合には、もぐら通信に
掲載してよいかどうかを付記して下さ
い。

掲載の許諾を戴けたら、次号に掲載し
たいと思います。

編集部一同、こころからお待ちしてお
ります。
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報告者の山下さんもとても喜ぶことと思われます。

これからの貴誌のご発展を楽しみにしております。またお気軽に正午の方へもいらして
ください。
どうもありがとうございました。
人文学の正午事務局
http://www.fragment-group.com/shogo/

巽孝之先生から　Takayuki	
 TATSUMI	
 @t2tatsumi	
 （ｔｗｉｔｔｅｒにて）

安部公房愛好誌『もぐら通信』	
 10号では	
 20年前の『へるめす』安部特集号再評価に注
目。同号の拙論はのちに北米安部研究者クリストファー・ボルトンが博論で発展させる
からだ。ホッタタカシは好調だが「	
 2001年」はクラーク原作のモノリス設定と『第四
間氷期』の第二次予言値の比較が必須。
―いつも評価のコメントをいただき、有り難うございます。

友田義行先生から

『もぐら通信』最新号をご恵送くださりありがとう存じます。
国立国会図書館にも納入されるとのこと、我がことのように喜んでおります。
とりいそぎ富士正晴の記事など拝見しました。
未見の資料でしたので、ご教示いただけたこと誠に幸いです。

それでは続きを楽しみに拝読いたします。
今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。
―ご参考になりましたらうれしいです。こちらこそよろしくお願いします。

内藤由直先生から

「もぐら通信第10号」をお送りいただきありがとうございます。
富士正晴と安部公房のつながりは、とても面白かったです。
茨木市立中央図書館は私の母校の高校の近所にあり、若い時、足繁く通ったところです
が、そんなところにこのような資料があったとは驚きました。
「質問箱」も興味深く、とても勉強になりました。今後とも種々、ご教示頂ければ幸い
です。
次号も楽しみにしております。
―ありがたいコメントに大いに励みを受けました。今後ともよろしくお願いします。

森田庄一様から

もぐら通信10号をご送付頂き厚くお礼申し上げます。
毎回、「安部公房氏」に対します、皆様の熱い想いが溢れる書籍を
手にして感動しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
もぐら通信の第１０号ですが，内容，	
 ボリュームとも大変充実しており，興味深く拝
見いたしました。寄稿者	
 及び編集の皆さんに感謝申し上げます。新コーナーの質問箱
は今後が楽	
 しみです。
―ありがとうございます。東鷹栖安部公房の会様のますますのご発展をお祈り申し上げ
ます。　　　
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【合評会】

第１０号の合評会を７月１７日から、「もぐら通信

掲示板」で開催しました。http://8010.teacup.com/
w1allen/bbs
第１１号の合評会も同様に行いますので、読者の参

加をお待ちしています。

【本誌の主な献呈送付先】

本誌の趣旨を広く各界にご理解いただくために、	
 

安部公房縁りの方、学者研究者の方などに僭越なが

ら	
 本誌をお届けしました。ご高覧いただけたらあ

りがたく存じます。（順不同）　

安部ねり様、渡辺三子様、近藤一弥様、池田龍雄

様、ドナルド・キーン様、大江健三郎様、辻井喬

様、宮西忠正様（新潮社）、北川幹雄様、三浦雅士

様、鳥羽耕史様、加藤弘一様、友田義行様、内藤由

直様、番場寛様、田中裕之様、中野和典様、坂堅太

様、ヤマザキマリ様、小島秀夫様、頭木弘樹様、	
 

高旗浩志様、島田雅彦様、円城塔様、藤沢美由紀様

（毎日新聞社）、赤田康和様（朝日新聞社）、富田

武子様（岩波書店）、安部公房文学室様、日本近代

文学館様、全国文学館協議会様など

この他に献呈をさせて戴くべき方がありましたら、

ご推薦をお願い致します。

【もぐら通信の編集方針】

１．われらは安部公房ファンの参集と交歓の場を提

供し、その手助けや下働きをすることを通して、そ

こに喜びを見出すものである。

２．われらは安部公房という人間とその思想および

その作品の意義と価値を広く知ってもらうように努

め、その共有を喜びとするものである。

３．われらは安部公房に関する新しい知見の発見に

努め、それを広く紹介し、その共有を喜びとするも

のである。

４．われら自身が楽しんで、遊び心を以て、もぐら

通信の編集及び発行を行うこととする。

【個人情報保護に関する方針】

ご登録いただいた個人情報は、厳重に管理し、「も
ぐら通信」に関すること以外に使用しません。

【もぐら通信のバックナンバー】

もぐら通信のバックナンバーは、安部公房解読工房blog

の以下のURLアドレスからダウンロードすることができま

す。

http://w1allen.seesaa.net/article/368046286.html
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編集員の中では、私が最年長であ

す。そんな私でも、「まだ成長で

きる。」と実感することがありま

す。それはやはり、いろんな人と

の出会いによって触発されるもの

です。いろんな人とのそれぞれの

つきあいの中から、それぞれに学

ぶことがある。こんな時に重宝す

るのが、平野啓一郎さんの「分

人」という考え方です。『私とは

何か　「個人」から「分人」へ』

という本でそれを学びました。

「成長する自分って、どんな分

人？」って未だによく分からない

ままですが。

その平野さんが、ｔｗｉｔｔｅｒ

で、氏の『顔のない裸体たち』

（2006年新潮社2008年新潮文庫）

に、安部公房の『他人の顔』と

『箱男』の影響を受けている、と

表明されました。これは今まで知

られなかったことで、驚きまし

た。さっそく『顔のない裸体た

ち』を読み、願わくは安部公房と

の比較を書いてみたいと思いまし

たが、いまだ出来上がりません。

今号に間に合わず残念です。

平野さんと交流のある「もぐら通

信」読者の方が、ご親切にも「も

ぐら通信」を平野さんに紹介して

下さったところ、「読んでみた

い」と仰ったので、１０号をお送

りしました。そろそろ読んで下

さった頃かも知れません。

［OKADA	
 HIROSHI］

　また、アホな買い物をしてしま

いました。「ダンガンロンパ」シ

リーズをプレイしたいためだけ

に、PSP（プレイステーション・

ポータブル）の中古品をヤフオク

で落札してしまいました。「ダン

ガンロンパのためだけに？」

「Vitaじゃなくて、今更PSP？」と

いう外野の声も気にせず、「ダン

ガンロンパ」にハマっています。

「ダンガンロンパ」とは、そこを

卒業すればあらゆる望みが叶うと

いう「希望が峰学園」に集まって

きた「超高校生級」の高校生が、

入学式を受けると、学園自体が封

鎖されてしまうという閉鎖型の推

理ゲームです。謎の物体「モノク

マ」（声：大山のぶ代）（外見

は、クマのぬいぐるみですが…）

が、「人殺しをして、学級裁判で

気づかれなければ、卒業できる

よ」と言ってきます。殺人事件

は、悲しいかな起こってしまいま

す。主人公苗木誠ー超高校級の幸

運（平凡な高校生が、希望が峰学

園に入学できたというのが彼の幸

運）ーになって、「学級裁判」を

通して、真犯人を突き止めてくだ

さい。ハマることは、私が保証し

ます。

［w1allen］

小学生の頃に、何故かある時期、

一筆書き（位相幾何学）で迷路を

つくることに熱中した時期があり

ます。思えば、これが、安部公房

との出逢いの素地だったのだと、

今思います。相変わらず、今この

歳になっても、目の前の世界は謎

であり、恰も迷路であるかの如く

に、わたしには見えるのです。た

とえ、言語の眼からみて、その原

理と構造は明らかになっていると

はいえ。生きるということは、そ

ういうことなのでしょう。（一筆

書きで迷路を作ってみると直ぐわ

かりますが、内と外が絶えず、果

てしなく入れ替わります。試して

ご覧なさい。）スマートフォンに

ハマっていることはいつぞや書い

た通りですが、そのゲームのアプ

リに、図形を一筆書きでやっての

けるというゲームがあって、これ

を暇なときに楽しんでいます。

あっという間に解けるのは、何か

やはり、着眼点がすべてです。つ

まり出発点をどこにするかで、そ

のあとが決定されているのです。

成る程、わたしはこういう人間か

と思いながら、ゲームをしている

わたしがおります。写真は、今日

攻略した一筆書きの図形です。一

寸捻ってあって、正確には２度必

ず通らなければならない線が赤に

なっていますけれども。

［タクランケ］

　　　　　　　　編集者短信

もぐら通信の編集者は何をしているのか？
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安部公房の広場	
 　　　連絡先:	
 	
 	
 eiya.iwata@gmail.com

差出人:
安部公房の広場

〒182-0003東京都調布市若葉町「閉ざされた無限」

【編集後記】

次号の予告

次号では、次の記事を予定しています。

１。平野啓一郎と安部公房：OKADA	
 HIROSHI

２。私と安部公房とインターネット（２）：w1allen

３。もぐら感覚１４：夜：タクランケ

４。安部公房の変形能力１０：ドストエフスキー：岩田英哉

５。その他のご寄稿

今号は反省の号です。

１０号は１００ページを超えてしまいましたが、こ

れは私たちの能力を超えるものでした。ひずみが一

挙に出て、今号では原稿募集もままならず、縮小せ

ざるを得ません。一からやり直しです。

編集員はそれぞれ仕事を持ち、限られた時間の中で

毎月ギリギリの編集作業をしてきたのですが。アク

シデントがあると一挙に崩れてしまいます。安易な

心や謙虚さの足りないこともあったかも知れませ

ん。今、原点に戻るべく、編集会議を続けていま

す。９月までかかるでしょう。体勢を整えて必ず出

直して参ります。

こんな中、いつもと変わりなく原稿をお送りいただ

いた方に、ありがたくお礼を申し上げます。

　（岡田記）
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